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議   事   要   旨 

会 議 名 徳島県がん診療連携協議会 情報提供･相談支援部会会議 

日  時 令和7年2月18日(火) 18:00～19:15   

場  所 Web会議 

出席者 

森根会長(徳島大学病院)、滝沢部会長(徳島大学病院)、石倉委員(徳島赤十字病院)、 

川端委員(徳島県立中央病院)、日野委員(徳島市民病院)、 

安藤委員(徳島県立三好病院)、米倉委員(徳島県立海部病院)、 

漆川委員(代理:郡)(徳島県鳴門病院)、杉本委員(吉野川医療センター)、 

竹谷委員(徳島保健所)、森委員(徳島県医師会)、香留委員(患者会)、 

荒岡委員(徳島県介護専門員協会)、近藤委員(徳島県歯科医師会)、 

中村委員(徳島県薬剤師会)、鎌村委員(徳島県保健福祉部) 

欠席者 井上委員(阿南医療センター)、藤原委員(阿波病院)、 

陪席者 

徳島大学病院:古川泌尿器科教授、川原副看護部長、岡本看護師長、近藤社会福祉士、 

秋月社会福祉士、池田医事課専門医療係長、毛利技術補佐員、宮越技術補佐員 

徳島赤十字病院：高木氏 

徳島県立三好病院：岡本氏 

徳島県保健福祉部：浅田氏、山田氏 

議   題  

滝沢徳島県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会長の指示のもと、徳島県がん診療連携協議

会情報提供・相談支援部会をWeb会議で開催した。 

滝沢部会長から、本日の会議は事前にメールで送付している資料に基づき、議題に沿って進行して

いくとの説明があった。 

【報告事項】 

１．都道府県がん診療連携協議会 情報提供･相談支援部会報告について(報告資料①)  

徳島大学病院近藤社会福祉士から、報告資料①に基づき都道府県がん診療連携協議会情報提供・相

談支援部会会議参加報告があった。 

1)今年度、都道府県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会会議第 22回は 2024年 5月 24日、

第 23回は 2024年 11 月 21 日に Webで開催された。 

2)第 22回では、今後の情報提供・相談支援部会のあり方に関するアンケートの報告、大規模災害時

のがん相談支援センター間の情報共有、相談員研修、国立がん研究センター認定事業について報告

があった。 

3)第 23回では、情報提供・相談支援部会のあり方、ピア・サポーター養成、認定事業について説明

があった。 

①情報提供・相談支援部会のあり方について、情報提供・相談支援部会運営委員会を発足すること 

となった。  

②がん診療連携拠点病院における患者サロンにて、一定の研修を受けたピア・サポーターを活用、

もしくは十分な経験を持つ患者団体等と連携して実施するよう努めることとなった。 



都道府県がん診療連携協議会 情報提供･相談支援部会の詳細はURLを参照 

（https://ganjoho.jp/med_pro/liaison_council/bukai/index.html )  

 

香留委員から、都道府県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会会議の報告を受けて、徳島 

県でも何か進めていかなくてはいけないのかとの質問があった。 

近藤社会福祉士から、全国のがん相談支援センターで進めていくとの回答があった。 

  

 滝沢部会長から、ピア・サポーターの活用については、本日の議題にも挙げられており、徳島県

保健福祉部から報告があるが、今後徳島県でも進めていかなければならないとの補足があった。 

  

２．徳島県民がんフォーラム報告について(報告資料②)  

滝沢部会長から、報告資料②に基づき「徳島県民がんフォーラム2024実施報告者」について報告

があった。 

1)令和6年10月19日(土)に徳島大学大塚講堂にて徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情報提

供・相談支援部会、緩和ケア部会が主催、徳島大学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が共

催で集客開催を行った。なお、当日の模様を徳島県内のケーブルテレビで放映を行った。 

2)テーマは「がんとうまく付き合うために～徳島県のがんサポート～」で内容は「がんと診断され

たら、される前にも知っておくべきこと」をはじめ、がん薬物療法、アピアランスケア、がん治

療におけるロボット支援手術、栄養サポート、人生会議について講演を行った。また、がん患者

さんからの講演も行った。 

3)参加者は343名、年齢は60代、70代の方の参加が多く内容についてはとても良かったとの感想が

多かった。 

4)今後、取り上げてほしいテーマは緩和ケア、抗がん剤、栄養が多かった。 

 

香留委員から、アンケート結果から関心が強かったものはどれか教えていただきたいとの質問が

あった。 

滝沢部会長から、報告資料②にも記載されているが、ロボット支援手術について、がん患者の坂

本様の話が参考になった、明石看護師の話が胸にささりましたなどの意見をいただいた。また、次

回テーマには、抗がん剤の話や緩和ケア等について取り上げてほしいとの記載があったとの回答が

あった。 

香留委員から、がん相談支援センターで相談支援を行っていただいて、離職をしないでください

と説明いただいているため、以前より離職者が減少しているが、患者会に寄せられる相談の中で、

働きながら治療を行っている方が悩んでおられる方もおり、まだ職場での理解が進んでいない等の

相談が増えた。出来るのであれば、そのような話を取り入れていただきたい。また、緩和ケアも何

が緩和ケアなのかという話もしていただきたいとの要望があった。 

滝沢部会長から、企業側の理解について今後検討を行いたいとの意見があった。 

鎌村委員から、企業側へのアプローチということで、先日、厚生労働省の委託事業としてがん対

策推進企業アクションが、徳島県ブロックセミナー「職域におけるがん対策の最新情報」のテーマ

で東京大学大学院 特任教授、がん対策推進企業アクション議長である中川先生を講師に迎えてが

んサバイバーによる講演会を開催した。企業向けにも知っていただき、推進パートナー企業になっ

ていただきたいとの内容で行ったとの紹介と報告があった。 

 

https://ganjoho.jp/med_pro/liaison_council/bukai/shiryo21/index.html)


3．実務者のがん相談支援センター相談員研修等について(報告資料③) 

 徳島大学病院秋月社会福祉士から、報告資料③に基づき「徳島県がん診療連携協議会情報提供・

相談支援部会実務者会」について報告があった。 

1)四国ブロック開催「情報から始まるがん相談支援」を令和6年11月19日にオンラインにて愛媛県

が開催した。受講者は23名であった。徳島県からは2名がファシリテーターを行った。 

2)徳島県開催「がん相談員研修会アピアランスについて学ぼう」を令和7年1月17日にハイブリッド

で開催を行った。講師は聖路加国際病院橋本久美子看護師と泉大津急性期メディカルセンター明

石和子看護師であった。受講者は35名であった。 

3)国立がん研究センターから、2025年度基礎研修(3)を2日間で行うにあたり、各県より1名以上の

ファシリテーターの推薦依頼があった。  

4)PDCAサイクルについては、今年度まだ実施しておらず、徳島県の PDCAサイクルチェックリスト

の修正を行い、来年度に実施を行いたい。 

5)「とくしまがん療養サポートブック」は定期的な見直し予定である。 

 

 香留委員から、徳島県のPDCAサイクルはこれまでにも作成しており、更新されるということなの 

かとの質問があった。 

 徳島大学病院秋月社会福祉士から、毎年徳島県バージョンの PDCAサイクルを各病院でチェック

を行い、相互チェックを行っていた。今年度は行えておらず新しい内容を取り入れて修正を行い、

来年度に相互チェックを行う予定としているとの回答があった。 

香留委員から、どなたが作成を行うのかとの質問があった。 

徳島大学病院秋月社会福祉士から、国立がん研究センターが作成しているチェックリストに基づ

き、徳島県がん診療拠点病院の実務者間で内容の検討を行い作成しているとの回答があった。 

香留委員から、どのような内容なのか教えていただきたいとの要望があった。 

 

4．がんピア・サポーターについて(報告資料④) 

  徳島県健康寿命推進課浅田氏から、報告資料④に基づき「がんピア・サポーター」について報告が

あった。 

1)がん対策推進基本計画(第 4 期)では、国はがん患者がピア・サポーター等からの支援を受けやす

くなるよう、相談支援に携わる者からピア・サポーター等につなげるための仕組みについて検討す

ることが記載されている。 

 2)第 4 期徳島県がん対策推進計画においても、ピア・サポーターの養成および相談の場を確保する

ことにより、ピア・サポート体制の充実を図り、がん患者の不安や悩みを軽減することを記載し、

体制整備を進めている。 

3)今年度は、6年ぶりにピア・サポーターの養成研修会を実施し、7名の新規の方に受講いただいた。 

4)がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針では、がん患者及びその家族が心の悩みや体験等を

語り合うための患者サロン等の場を設けること。その際には一定の研修を受けたピア・サポーター

を活用する、もしくは十分な経験を持つ患者団体等と連携して実施するよう努めること、オンライ

ン環境でも開催できることが望ましいとなっている。現在は望ましいとなっているが、改定時には

義務となる可能性がある。 

5)徳島県では平成 23 年度よりピア・サポーターの養成事業を行っており、現在は 42 名のピア・サ

ポーターが受講されている。 

6)がん診療連携拠点病院等での医療機関におけるピア・サポーターの活用が進んでいないのが現状



であるため、ピア・サポーターを必要としている方が、必要な支援を受けられていない懸念があ

る。 

7)ピアサポート要請に関する役割の整理として、行政では養成研修・フォローアップ研修の実施、運

営体制やルール作り、市民への広報などが役割としてあり、医療者にはピアサポートへの理解や運

営体制への参加、ルール作り、活動の場の提供などが求められている。 

8)本県では、運営体制やルール作りが不十分であったため、ピア・サポーターの活用が広がらなかっ

た可能性がある。今回、養成・派遣事業に関する規約を作成し、来年度以降に体制を整備していく

予定である。 

9)がんピア・サポーターが病院に入り、サロンや希望する相談支援の場を活用することで、がん患者

の不安や孤独感を軽減させることができる。本県も拠点病院等のがんサロン実施機関からの派遣

要請に応じてピア・サポーターの派遣を行いたい。 

10)方法としては、養成研修を行い名簿登録の可否の確認や拠点病院からの派遣依頼、派遣調整など

行う。拠点病院から注意点など説明いただき、活用していただく予定である 

11)派遣は２人１組となる。派遣に係る費用については無償となるが、旅費については県の事務手続

きに基づき支払う。なお、事故の補償としてボランティア保険も県が負担する予定である。 

12)守秘義務として、誓約書を提出いただく。なお、ピア・サポーターとして不適切な行為、活動す

ることが困難、本人からの辞退届の提出があった場合は、名簿から登録を抹消する。 

13)拠点病院から、年 1回でもピア・サポーターの活用の場を作っていただきたい。 

 

 続けて、徳島県健康寿命推進課浅田氏から、徳島県がんサロンの開催について報告があった。 

1)病院以外の場所でがん患者やその家族が集まり、不安や悩みについて話し合ったり、経験を共有し

あったりすることで参加者の不安や孤独感を軽減させることを目的としてがんサロンを開催した

い。 

2)令和７年度、試験的に年４回実施を考えている。 

3)開催形式は集合形式として、5～10 名程度(うち 2名は徳島県がんピア・サポーター)の参加人数と

し、参加人数等把握のため、事前予約制としたい。 

4)テーマは若年がんの語り場として、小児・AYA世代、働き盛り世代に対するがんサロン開催を検討

している。 

5)サロンテーマや運営については、県および徳島がん対策センター、各拠点病院担当者で集まる機会

を作りたいと考えている。徳島がん対策センターで協議予定である。 

 

香留委員から、患者会では日常的にがんサロンを開催している。今回、病院の中に入るということ 

で、初めて経験するピア・サポーターもいる。どのように振舞えばいいのか、受け入れ病院のルール

など、あらかじめ共有を行いたいため、話し合う機会を設けていただきたいとの要望があった。 

続けて香留委員から、派遣に係る費用については無償とのことであるが、ボランティアなのかとの

質問があった。 

 徳島県健康寿命推進課浅田氏から、ボランティアでしていただく予定であるとの回答があった。 

 香留委員から、人は集まるのかとの質問があった。 

 徳島県健康寿命推進課浅田氏から、聞いてみないとわからないとの回答があった。 

  香留委員から、登録している方に確認いただきたいとの要望があった。 

  滝沢部会長から、第 4 期がん対策推進基本計画にもなっており、県が進めていただいているが、実

際は医療機関での活用となる。当院でもがんサロンで活用いただけるよう派遣を行いたいが、事前に



話し合う機会も設けたい。その他の医療機関からの意見はないかとの質問があった。 

  鎌村委員から、一つの方法として県からボランティアで活動をお願いするようにした。ピア・サポ

ーターの方は事前に研修を受講され意識も高い方が多い。事前に病院と相談していただき受け入れ

をしていただきたい。以前より、病院ボランティアの受入れは多くの病院で行っており、病院毎のル

ール等は事前にピア・サポーターと共有していただきたいとの意見があった。 

  徳島県鳴門病院郡氏から、当院でのボランティアは直接支援はない。ピアサポートといえども、患

者さんに接することとなるため、受け入れにあたりどのような研修を受講されたのか、コミュニケー

ション技術、傾聴など十分関われるのか気になるところである。しかし、がん経験者であり経験の専

門家であるため、がん患者さんのサポートをしていただきたいとの要望があった。 

米倉委員から、今年度から徳島県立海部病院に赴任となった。当院でのボランティアは職員の OB

の方が多く、病院のことを知っており地縁的な結び方が強い。そのため、周りから温かくサポートす

る力が備わっている。ピア・サポーターのような方が当院では活動されており地域と支えているとの 

 意見があった。 

  香留委員から、患者会でのがんサロンを徳島県立中央病院でピア・サポートを行う場合がある。そ

の際に、がん相談支援センター職員から困り事等ないか声掛けをしていただくことがあるが、ピア・

サポートを行う上で支援していただける、相談先があることが心強いため、今後、活動を進めていく

ことで信頼関係が結びやすくなるとの報告があった。 

  滝沢部会長から、徳島県健康寿命推進課から(案)として提示いただいたが、来年度から行うので

よいのかとの質問があった。 

徳島県健康寿命推進課浅田氏から、来年度から事業を行いたい。意見や要望があれば修正等を行う

ため、連絡をいただきたいとの回答があった。 

滝沢部会長から、来年のこの部会で事業報告を行いたい。当院も行う方向であるため、各病院も参

加いただきたいとの要望があった。 

 

【協議事項】 

5.来年度事業計画について (実務者会)  

徳島大学病院近藤社会福祉士から、次年度事業計画は、がん相談員向け研修企画を「がんゲノ

ム」のテーマで検討している。テーマについて、委員の方の意見を伺いたいとの要望があった。 

滝沢部会長から、どのような内容で行うのかとの質問があった。 

 徳島大学病院近藤社会福祉士から、他院から講師を招き「がんゲノムってなに？」の基礎から講 

演していただく内容にしている。また、当院でも行っているため、当院の取り組み、連携について 

説明が出来ればよいのではないかと検討しているとの回答があった。 

 出席委員で検討の結果、了承された。 

 

6.その他 

 香留委員から、がんと診断された場合にがん相談支援センターへ足を運んでいただく取り組みが

難しいとの声があるが、臨床の現場でもどのような場面で難しいのか教えていただきたい。相談支

援部会の議事録を公開していただけるとありがたいとの要望があった。 

 滝沢部会長から、議事録はホームページで公開している。再度確認を行いたいとの回答があっ

た。 

滝沢部門長から、議題は以上であるがその他、意見や要望などないか、一言コメントをいただき

たいとの要望があった。 



 川端委員から、ピア・サポーターについても検討を行いたい。当院のがんサロンも特徴があるた

め、活動していただけるよう協力を行いたいとの意見があった。 

石倉委員から、がんと告知された方ががん相談支援センターに行かないのはがん相談支援センタ

ーに行くのにハードルがある。医師が勧めていないのが原因であり、知らない医師、認識がない医

師が対応していると思われる。システムで行えるようしなければいけないとの意見があった。 

徳島赤十字病院高木氏から、当院でも治療が始まるまでにがん相談支援センターに寄っていただ

くよう外来でも案内している。がん相談ができる場所があること、がん相談支援センターへ来てい

ただけるよう介入していきたいとの意見があった。 

日野委員から、がん相談支援センターについては当院では臨床心理士や看護師が直接連れて行っ

ている。患者さんは何のために行くのかわかっていないため、当初は寄るように伝えていたが、現

在では直接連れて行っているとの意見があった。 

安藤委員から、以前よりがんサロンを開催したいと試みましたが地域性があり出来ていない。今

後は、ピア・サポーターの力を借りて開催できるようしていきたいとの意見があった。 

米倉委員から、がん相談の件数は他院より少ないが、とくしまがん療養サポートブックを活用し

て対応しており助かっている。ピア・サポーターは患者さんのニーズに合わせて行いたいとの意見

があった。 

杉本委員から、今年度より初参加させていただいた。非常に勉強となったとの意見があった。 

徳島県鳴門病院郡氏から、本日は漆川委員の代理で出席した。懸念事項があり、８月より高額療

養費が改訂される。現在、日本医療ソーシャルワーカー協会の理事をしており、報道後に理事会に

審議を行い厚生労働省に要望書を提出した。国から指針はおりてくるが、患者側の制度により受診

を控えられたり治療が中断しないか、がん拠点病院等が一丸となり改定を控えていただけるような

仕組みがあればよいかとの意見があった。 

森委員から、民間病院にもがん患者さんが多数入院されている。本会議の内容等を民間病院の職

員にも届けられるようなシステムがあるとよいのではないかとの意見があった。 

竹谷委員から、保健所では市町村保健所とがん検診の受診率、企業とがん対策にも取り組んでい

るところである。本会議の情報を市町村と連携しながら取り組んでいきたいとの意見があった。 

荒岡委員から、介護支援専門員として、高齢者のがん患者の治療の選択、意思決定や緩和ケアな

ど繋げて選択ができることががん拠点病院以外では悩ましい。今後はピアサポートやがんサロンな

ど情報を伝えれるようにしていきたいとの意見があった。 

近藤委員から、緩和ケアなどは歯科医師としてどのように関わっていいのかイメージがわかない

ところである。何か歯科から参画できないか緩和ケア部会長と相談を行いたいとの意見があった。 

中村委員から、薬剤師会より地域のがん患者への広報など地域の薬局から行うことが可能なた

め、何かあれば依頼いただきたいとの意見があった。 

香留委員から、高額療養費については患者会についても厚生労働省へ声を上げているところであ

る。患者さんの環境も変わる中で、治療の選択肢等相談を受ける場合に、患者会でも難しい。是

非、情報共有できる場を作っていただきたい。より安全の患者さんの声を受け止めることができ

る。また、医療現場でも働き方改革が始まったため、これから患者家族は変化を感じることは少な

いが変化が起こってくるため、話し合える環境があればありがたい。がん患者は歯科に関する関心

が高い。歯科医師の方の発信も機会を作っていただければとの意見があった。 

鎌村委員から、医療ソーシャルワーカーの発言もあり、各病院でもがん患者さんに取り組んでい

ただいている。がん相談支援センターを気安く寄っていただけるよう周知を行いたいとの意見があ

った。がん対策推進アクションで、がん検診の受診、早期発見、治療と仕事の両立の環境を企業に



 

もアプローチを行いたい。協力をお願いしたいとの意見があった。 

香留委員から、石倉委員のがん相談支援センターへ行くためにシステマチックに進めていくため

にとの意見があったが、どのようにしていくのか検討する機会などあれば協力を行いたいとの要望

があった。 

 

森根会長から、令和5年4月より徳島県がん診療連携協議会会長として2年間務めてきたが、任

期満了となり今期で退くこととなった旨のお礼と挨拶の言葉があった。 

続けて森根会長から、後任には呼吸器・膠原病内科の荻野医師となるとの報告があった。 

 

滝沢部会長から、今年度末で情報提供・相談支援部会長を退くこととなった。後任に泌尿器科教授 

古川順也氏を情報提供相談支援部会長として就任していただいくこととなったとの報告があった。 

泌尿器科教授古川順也氏から、後任となった旨の自己紹介と挨拶があった。 

滝沢部会長から、有意義な情報共有の会になったお礼と挨拶があり閉会となった。 

 


